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広報 教育あきる野

食事をしながら子どもの話しに家族で耳を傾け、共感し、受け止めるだんらんの場を大切にしましょう。

食卓で心を温めよう

子どもの会話する力は、言葉のキャッチボールから育ちます。親は子どもの話しかけをしっかり受け止めましょう。

会話する力をつけよう

子どもが家事に興味を示したら、家庭教育の絶好のチャンス�温かい気持ちで教えてあげましょう。

子どもを家事に参加させよう
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特別支援教育報告会には、制度の本格実施を
目前に他県からの参加も（７ページ関連記事）

修復を終え、彩色も鮮やかに往時の姿に蘇った大悲願寺観音堂（市指定有形文化財）

８

いじめ緊急対策連絡会を開催。市内
小中学校長、副校長らが、いじめ撲
滅三原則「するを許さず」「される
を責めず」「いじめに第三者なし」
の徹底を確認

　

ま
も
な
く
新
緑
が
美
し
く
、
ハ
イ

キ
ン
グ
に
良
い
季
節
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
あ
き
る
野
の
美
し
い
景
色

を
楽
し
み
な
が
ら
、
先
人
の
残
し
て

く
れ
た
歴
史
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

る
コ
ー
ス
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
秋
川
駅
の
南
口
ロ
ー
タ

リ
ー
か
ら
滝
山
街
道
（
国
道
四
一
一

号
線
）
へ
向
か
っ
て
進
む
と
、
右
段

下
に
は
秋
川
駅
前
南
口
運
動
広
場
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
広
場
は
、
昭
和
十

一
年
に
造
ら
れ
、
昭
和
十
六
年
頃
ま

で
草
競
馬
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

競
走
す
る
の
は
、
近
郷
の
村
々
で
農

耕
や
荷
馬
車
用
と
し
て
飼
わ
れ
て
い

た
馬
が
主
で
、
農
家
の
人
た
ち
な
ど

が
競
い
合
っ
て
楽
し
ん
だ
そ
う
で

す
。

　

滝
山
街
道
に
出
た
ら
右
に
曲
が

り
、
秋
川
に
向
か
っ
て
坂
を
六
百
ｍ

ほ
ど
下
る
と
、
油
平
駐
在
所
前
の
交

差
点
が
あ
り
、
そ
の
角
に
福
徳
寺
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
お
寺
は
か
つ
て
福

泉
寺
と
い
い
、
明
治
四
十
三
（
一
九

一
〇
）
年
に
牛
沼
に
あ
っ
た
徳
重
院

と
合
併
し
て
両
寺
の
頭
文
字
を
と
っ

て
、
福
徳
寺
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
交
差
点
の
次
の
牛
沼
の
信
号

の
一
つ
先
の
角
を
左
に
曲
が
り
、
三

百
ｍ
ほ
ど
進
む
と
、
国
指
定
史
跡
西

秋
留
石
器
時
代
住
居
跡
が
あ
り
ま

す
。
昭
和
七
年
に
東
京
府
に
よ
っ
て

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
当
時
と
し
て

は
ま
だ
め
ず
ら
し
い
縄
文
時
代
中
期

（
約
四
千
年
前
）
の
敷
石
住
居
跡
が

五
軒
も
ま
と
ま
っ
て
発
見
さ
れ
、
注

目
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
た
り
か
ら
は
、
秋
川
南
岸

の
加
住
丘
陵
と
雨
間
の
南
郷
地
域
を

一
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
対
岸

の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
、
段
丘
上

の
道
を
東
に
五
百
ｍ
ほ
ど
進
む
と
鳥

居
場
と
い
う
地
域
に
た
ど
り
つ
き
ま

す
。
こ
こ
に
は
、
雨
間
の
人
々
が
崇

敬
す
る
秋
川
南
岸
に
あ
る
雨
武
主
神

社
（
雨
間
の
氏
神
様
）
の 
遥  
拝  
所 
が

よ
う 

は
い 

じ
ょ

あ
り
ま
す
。
遠
く
川
を
隔
て
た
雨
武

主
神
社
を
拝
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
天
保
三
（
一
八
三
二
）
年
に
建
て

ら
れ
ま
し
た
。

　

段
丘
上
か
ら
対
岸
の
景
色
を
見
な

が
ら
さ
ら
に
東
に
進
み
、
坂
道
を
下

る
と
、
目
の
前
に
は
西
光
寺
が
あ
り

ま
す
。
境
内
の
観
音
堂
は
、
文
明
五

（
一
四
七
三
）
年
の
創
建
で
、
文
久

二
（
一
八
六
二
）
年
の
再
建
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
お
寺
の
前
に
は
昭
和
一
三
年

に
架
け
ら
れ
た
東
秋
留
橋
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
昔
、
秋
川
を
渡
る
方
法

は
、
最
初
は
土
橋
で
、
板
橋
、
渡
船

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
渡
船
場
は
、

西
光
寺
の
南
側
に
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
西
光
寺
前
の
土
手
に
は
桜

並
木
が
続
い
て
お
り
、
美
し
い
景
色

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
秋
川
南
岸
の
切
欠
と
い
う
地
域

に
は
市
営
の
グ
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
プ
場

が
あ
り
、
そ
の
南
側
斜
面
で
は
、
三

月
の
中
旬
か
ら
下
旬
頃
に
、
可
憐
な

か
た
く
り
の
群
生
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

東
秋
留
橋
を
渡
り
、
す
ぐ
右
に
入

る
道
を
曲
が
っ
て
か
ら
二
百
ｍ
ほ
ど

先
を
さ
ら
に
右
に
曲
が
っ
て
し
ば
ら

く
進
む
と
、
雨
武
主
神
社
の
鳥
居
が

あ
り
ま
す
。
参
道
の
長
い
階
段
を
登

る
と
、
社
殿
が
あ
り
、
本
殿
の
四
つ

の
壁
面
に
は
、
飛
騨
の
匠
の
系
譜
を

ひ
く
と
い
う
後
藤
三
次
郎
ら
に
よ
る

見
事
な
彫
刻
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

参
道
の
下
に
は
、
弁
天
様
の
祠
と
お

池
が
あ
り
ま
す
。
か
つ
て
は
、
こ
の

そ
ば
に
、
お
池
の
湧
き
水
を
利
用
し

た
、
湯
治
の
た
め
の
湯
場
が
あ
り
、

人
々
で
賑
わ
っ
て
い
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。　

　

ぜ
ひ
、
あ
き
る
野
に
訪
れ
た
春
と

歴
史
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

平
成　

年
１
月　

日
、
南
秋
留
小

１９

２４

学
校
を
会
場
に
、
平
成　

・　

年
度

１７

１８

研
究
推
進
校
の
南
秋
留
小
学
校
と
秋

多
中
学
校
が
、
実
践
研
究
の
成
果
発

表
を
し
ま
し
た
。
研
究
テ
ー
マ
に

「
確
か
な
学
力
を
育
て
る
授
業
の
創

造
・
小
中
連
携
を
通
し
て
」
を
掲
げ
、

小
中
連
携
の
視
点
を
明
確
に
し
て
、

算
数
・
数
学
の
教
科
指
導
を
切
り
口

に
２
年
間
の
研
究
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
当
日
は
、
南
秋
留
小
学
校
の
全

　

学
級
が
算
数
の
公
開
授
業
を
行
い

２０ま
し
た
。
特
に
、
６
年
生
の
授
業
で

は
、
秋
多
中
学
校
の
数
学
の
先
生
に

よ
る
方
程
式
の
授
業
も
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
公
開
授
業
、
研
究
発
表
会
、

講
演
会
に
は
、
市
内
外
の
教
員
な
ど

約
３
０
０
人
が
参
加
し
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
文
部
科
学
省
教
科
調
査
官

の
冨
山
哲
也
先
生
に
よ
る
、
小
中
連

携
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
ご
講
演
を

い
た
だ
き
、
南
秋
留
小
学
校
と
秋
多

中
学
校
の
取
組
を
価
値
付
け
る
と
と

も
に
、
両
校
に
続
く
増
戸
小
学
校
と

増
戸
中
学
校
（
平
成　

・　

年
度
研

１８

１９

究
推
進
校
）
の
、
小
中
連
携
教
育
を

テ
ー
マ
に
し
た
研
究
へ
の
ご
示
唆
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。　

西秋留石器
時代住居跡

桜並木

グリーン
キャンプ場

東秋留橋

いきいき
センター
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第
五
話
「
あ
き
る
野
歴
史
散
策

　
 
〜
秋
川
駅
か
ら
雨
間
へ
〜
」

て
く
て
く
あ
き
る
野

　
　
　

む
か
し
発
見
！
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研
究
推
進
校
研
究
発
表
会

平成１９年成人式
約９００人の新成人が大人の仲間
入り（少年少女合唱団リトルエ
コーズが歌で祝福）

平成１８年度・あきる野市教育推進スローガン

　あきる野市では、あなたや、あなたの友達が困っていることを、一時もはやく解決するために「いじめ相
談ほっとライン」を開設しています。ひとりで悩まずに、いじめかどうかわからなくてもかまいません、と
りあえず電話してみてください。かならず解決へのヒントが見つかるはずです。

教育相談所０４２（５５８）６４４４（秋川）・０４２（５９６）６４６０（五日市）
適応指導教室０４２（５５０）６５２７・子ども家庭支援センター０４２（５５０）３３１３

メール相談：hot-line@akiruno.ed.jp（電話相談は、平日午前９時～午後５時、メールは２４時間受付）

人人人人人人人人人人人人人人がががががががががががががが育育育育育育育育育育育育育育ちちちちちちちちちちちちちち 人人人人人人人人人人人人人人がががががががががががががが輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝くくくくくくくくくくくくくく ああああああああああああああききききききききききききききるるるるるるるるるるるるるる野野野野野野野野野野野野野野のののののののののののののの教教教教教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育育育育育人が育ち　人が輝く　あきる野の教育

西秋留石器時代住居跡から対岸の南郷地域を望む

雨武主神社の遥拝所
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平成１９年度
　あきる野市教育委員会の教育目標
平成１９年度
　あきる野市教育委員会の教育目標

　平成１９年度のあきる野市教育目標及び基本方針が決まりました。この目標を達成するための
重点項目には、特に、「学校の安心・安全対策の徹底」、「いじめ不登校の撲滅」、「基礎的・基
本的学力の定着と向上」及び「食に関する指導」などの取組を明確に示しました。平成１９年度
は、これらの方針に基づき各施策に積極的に取り組んでいきます。

　あきる野市教育委員会は、人権尊重

と社会貢献の精神を基調とし、あきる

野市民憲章に則してすべての市民が豊

かな自然や文化・伝統に誇りをもち、

生涯を通じて学ぶことのできる生涯学

習社会の実現を図る。その中で、家庭、

学校、地域社会がそれぞれの役割と責

任を自覚し緊密な連携のもとに、子ど

もたちが心身ともに健康で、豊かな人

間性と未来をひらく学力を兼ね備えた

市民として成長し、「人と緑の新創造

都市」あきる野市の発展に貢献するこ

とを期して、教育を推進する。

１　人権尊重と社会貢献の精神をはぐくむ教育の推進
　　すべての市民が、自他の人権について理解を深め、責任を自覚し、協力し合い、安心
　して社会生活を送れるよう、人権尊重と社会貢献の精神を育成する教育を推進する。

２　豊かな人間性と未来をひらく学力をはぐくむ教育の推進
　　子どもたちが、国際社会に生き社会の変化に主体的に対応していくために、基礎的な
　学力の向上を図り、個性と創造性を伸ばす教育を推進する。

３　生涯学習の推進と文化、スポーツ・レクリエーションの振興
　　すべての市民が生涯を通じて自ら学び、文化やスポーツ・レクリエーションに親しめ
　るよう、基盤整備と社会参加による学習・交流活動を推進する。

４　家庭、学校、地域社会の連携・協力の強化
　　子どもたちが、乳幼児期から、豊かな体験を通して健やかに成長できるよう、家庭教
　育や地域活動を支援するとともに、家庭、学校、地域社会が一体となった「安心・安全
　な教育環境づくり」を推進する。

人と緑の新創造都市・あきる野市�

あきる野市民憲章�

平成１９年度あきる野市教育委員会教育目標（図）
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事
業
報
告
会
を
開
催

　

参
加
者
５
０
０
人
を
超
え
る
！

　

平
成　

年　

月　

日
に
、
キ
ラ

１８

１１

１７

ラ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
東
京
都
の

特
別
支
援
教
育
体
制
・
副
籍
モ
デ

ル
事
業
の
報
告
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
当
日
は
、
都
内
の
区
市
町
村

を
は
じ
め
、
他
府
県
か
ら
の
参
加

も
あ
り
、
多
く
の
方
々
に
本
市
の

取
組
を
報
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

報
告
会
の
内
容
は
次
の
通
り
で

す
。

�
学
校
等
か
ら
の
実
践
報
告

　

�
就
学
支
援
シ
ー
ト
の
活
用
事

　
　

例

　

�
校
内
委
員
会
の
活
性
化
事
例

　

�
副
籍
の
交
流
事
例

�
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
「
特
別
支
援
教
育
の
成
果
と
課

　

題
」

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
明
治

学
院
大
学
の
緒
方
教
授
、
パ
ネ

ラ
ー
に
、
西
多
摩
療
育
支
援
セ
ン

タ
ー
の
鈴
木
医
師
、
私
立
多
摩
川

幼
稚
園
濱
川
園
長
、
都
立
あ
き
る

野
学
園
養
護
学
校
の
杉
本
副
校

長
、
あ
き
る
野
市
立
一
の
谷
小
学

校
の
岡
部
校
長
に
お
願
い
し
、
３

年
間
、
あ
き
る
野
市
特
別
支
援
教

育
検
討
委
員
と
し
て
関
わ
っ
て
こ

ら
れ
た
立
場
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
意
見

を
交
わ
し
、
本
市
の
取
組
の
成
果

と
課
題
に
つ
い
て
整
理
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
報
告
会
で
は
、
１

０
０
を
超
え
る
ご
質
問
・
ご
意
見

を
い
た
だ
き
、
特
別
支
援
教
育
に

対
す
る
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え

ま
し
た
。

「
特
別
支
援
教
育
元
年
」
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

向
け
て

　

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
、
全

１９

国
で
特
別
支
援
教
育
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
３
年
間
先
駆
け
て
取
り

組
ん
で
き
た
本
市
の
成
果
を
広
く

活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
モ

デ
ル
地
区
の
役
割
の
一
つ
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
と
し
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
成
果
を
踏
ま
え
、
明
ら
か

に
な
っ
た
課
題
の
解
決
に
努
め
な

が
ら
特
別
支
援
教
育
の
一
層
の
充

実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

モ
デ
ル
事
業
報
告
書

　

（
３
年
次
）
を
作
成
し
ま
し
た

　

特
別
支
援
教
育
を
推
進
す
る
上

で
の
基
本
的
な
考
え
方
を
は
じ

め
、
就
学
支
援
や
校
内
委
員
会
、

巡
回
相
談
、
副
籍
な
ど
の
取
組
に

つ
い
て
整
理
し
た
報
告
書
を
作
成

し
ま
し
た
。
報
告
会
で
い
た
だ
い

た
ご
意
見
や
ご
質
問
へ
の
回
答
も

含
め
て
、
多
く
の
方
に
ご
覧
い
た

だ
け
る
よ
う
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
の
公
開
を
始
め
ま
し
た
。

http://w
w
w
.akiruno.ed.jp/to
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特別支援教育推進情報�
特別支援教育体制・副籍モデル事業（３年次）

� �������������������������������������������������������������������������

○
中
学
生
の
職
場
体
験
学
習

　

あ
き
る
野
市
内
の
全
て
の
中
学
校
で
、

職
場
体
験
学
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

働
か
な
い
若
者
や
働
く
こ
と
に
意
義

や
目
的
を
見
出
せ
な
い
若
者
が
増
え
て

い
る
こ
と
が
、
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
職
場
体
験
学
習

は
、
望
ま
し
い
社
会
性
や
勤
労
観
、
職

業
観
を
中
学
生
に
身
に
付
け
さ
せ
る
こ

と
を
目
指
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
職
場
体
験
学
習
の
効
果

　

中
学
生
は
職
場
体
験
学
習
を
通
し

て
、
地
元
の
商
店
街
や
事
業
所
で
、
地

域
の
産
業
や
最
先
端
の
科
学
技
術
、
活

発
な
経
済
活
動
に
触
れ
、
地
域
の
一
員

と
し
て
の
自
覚
を
高
め
、
働
く
こ
と
の

素
晴
ら
し
さ
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
、
産
業

界
等
が
連
携
し
て
地
域
社
会
で
子
ど
も

を
育
て
る
と
い
う
、
社
会
の
教
育
力
を

確
か
め
合
う
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。

○
職
場
体
験
学
習
先

　

平
成　

年
度
に
は
、
市
内
や
近
隣
の

１８

事
業
所
の
ご
協
力
で
、
９
０
０
人
を
越

え
る
生
徒
が
、
述
べ
２
２
０
カ
所
の
事

業
所
等
で
職
場
体
験
を
実
施
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

製
造
・
福
祉
・
医
療
・
販
売
・
飲
食
・

建
設
・
運
輸
・
農
林
・
情
報
・
サ
ー
ビ

ス
業
・
公
共
機
関
等
体
験
先
は
多
岐
に

わ
た
っ
て
い
ま
す
。

○
職
場
体
験
の
受
け
入
れ
の
お
願
い

　

平
成　

年
度
も
全
中
学
校
で
職
場
体

１９

験
学
習
を
実
施
し
ま
す
。
体
験
の
日
数

の
増
加
や
生
徒
の
希
望
に
柔
軟
に
対
応

す
る
た
め
に
職
場
体
験
を
受
け
入
れ
て

い
た
だ
け
る
事
業
所
等
を
探
し
て
お
り

ま
す
。

　

今
ま
で
受
け
入
れ
に
ご
協
力
を
い
た

だ
け
て
い
た
事
業
所
に
加
え
て
、
新
た

に
職
場
体
験
学
習
の
意
義
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
中
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
た

だ
け
る
事
業
所
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
教
育
委
員
会
指
導
・
学
務
課
指
導

係
又
は
各
中
学
校
副
校
長
ま
で
ご
連
絡

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

�
５
５
８
―
８
８
５
９

職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職
場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場
体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体
験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習
をををををををををををををををををををををををををををををををを
通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通
しししししししししししししししししししししししししししししししし
てててててててててててててててててててててててててててててててて
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

職
場
体
験
学
習
を
通
し
て
、

地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域
のののののののののののののののののののののののののののののののの
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
とととととととととととととととととととととととととととととととと
しししししししししししししししししししししししししししししししし
てててててててててててててててててててててててててててててててて
のののののののののののののののののののののののののののののののの
自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自
覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚
をををををををををををををををををををををををををををををををを

　

地
域
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を

平成１９年度職場体験の予定

時期日数学年
７月３日２年秋 多 中
１１月３日２年東　 中
７月３日２年西　 中
７月３日２年御 堂 中
１０月３日全校増 戸 中
７月３日２年五日市中

地
域
で
育
つ
あ
き
る
野
の
中
学
生

地
域
で
育
つ
あ
き
る
野
の
中
学
生

地
域
で
育
つ
あ
き
る
野
の
中
学
生



６３

１　人権尊重と社会貢献の精神をはぐくむ教育の推進
　（１）　人権尊重の理念を市民に定着させ、偏見や差別のない社会をつくるために人権教
　　　育を推進する。
　（２）　子どもたちが、社会生活の基本的なルールを身に付け、「思いやり」や「助け合
　　　い」、「敬い」の心をはぐくむために、体験を重視した心の教育を推進する。
　（３）　子どもたちが、地域社会の一員としての自覚をもち、一人一人が役割を果たして、
　　　広く社会に貢献しようとする心を育てる教育を推進する。

２　豊かな人間性と未来をひらく学力をはぐくむ教育の推進
　（１）　基礎的・基本的な学力の定着及び向上を図り、子どもの自ら学び、自ら考える力
　　　を伸ばすために、個に応じた多様な教育を推進する。
　（２）　「食」に関する指導や家庭における基本的な生活習慣の形成、家庭学習の習慣化
　　　を図る。
　（３）　特別な支援を必要としている子どもが、個々の教育的ニーズに応じた指導を受け
　　　られるよう特別支援教育を推進する。
　（４）　わが国や世界の文化・伝統に触れる機会を多様にし、郷土を愛する心と誇りをは
　　　ぐくむとともに、多様な文化に対する理解を深める教育を推進する。
　（５）　教員の資質・能力の向上を図るための研修を一層充実する。
　（６）　子どもや保護者の願いを実現できるよう、学校施設・設備の整備を進め、特色あ
　　　る学校づくりと学校運営の改善・充実を図る。
　
３　生涯学習の推進と文化、スポーツ・レクリエーションの振興
　（１）　生涯学習推進計画に基づき、体系的な事業展開と推進体制の整備を進め、「いつ
　　　でも、どこでも、だれでもが学ぶことのできる」生涯学習の振興を図る。
　（２）　学習活動や交流の場の充実と学習情報の収集・提供を進め、団体と人材の育成を
　　　図り、市民参加の促進と協働による生涯学習活動を支援する。
　（３）　市内に伝わる有形・無形の文化遺産の保護につとめ、文化財の公開・活用を推進
　　　し、郷土学習の機会を提供する。
　（４）　スポーツ施設の整備や指導者及び団体の育成と、スポーツ・レクリエーションに
　　　関する情報の提供を行い、市民スポーツの振興を図る。
　（５）　生涯学習関連施設の整備と充実を図り、既存施設の有効活用と適正利用を進め、
　　　利用しやすい施設づくりを推進する。

４　家庭、学校、地域社会の連携・協力の強化
　（１）　家庭 ､学校 ､地域社会 ､関係機関の連携のもとに、次代を担う子どもたちを育成
　　　する。
　（２）　学校、家庭、地域社会が連携して『いじめ・不登校０（ゼロ）への挑戦』を推進
　　　する。
　（３）　『学校の安心・安全対策』の徹底を図り、子どもたちが安心して安全に生活でき
　　　る学校や地域の環境づくりを進める。
　（４）　家庭教育や地域活動に関する情報や学習・交流の機会を提供する。
　（５）　子どもたちの体験を重視した学校外活動・余暇活動の機会を充実する。
　（６）　家庭・地域社会と連携した教育を目指し、保護者や地域住民の参画を求め、開か
　　　れた学校づくりを推進する。

重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重 点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点 項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項 目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目重 点 項 目
　
「
あ
き
る
野
市
教
育
の
日
」
に
ち

な
み
、「
第　

回
未
来
を
築
く
青
少

１１

年
健
全
育
成
あ
き
る
野
市
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
午
前
の
部
で

は
、
青
少
年
善
行
表
彰
式
、
午
後
の

部
で
は
、
小
学
生
児
童
６
人
に
よ
る

人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
表
が
行
わ

れ
、
引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
中
学
生

の
主
張
大
会
で
は
、「
学
校
・
家

庭
・
地
域
や
友
人
等
と
の
か
か
わ
り

の
中
で
、
日
ご
ろ
考
え
て
い
る
こ

と
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
品
を
、
中

学
生
の
応
募
者
１
２
３
１
人
の
中
か

ら
選
ば
れ
た　

人
が
発
表
し
ま
し

１６

た
。

　

こ
の
中
か
ら
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
は
「
核
家
族
化
」
と
い

う
の
を
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
。
核
家
族
と
は
、
両
親
と
子
供
だ

け
の
家
庭
の
こ
と
を
い
い
現
在
で
は

そ
れ
が　

％
近
く
を
占
め
て
い
ま

８０

す
。
私
は
こ
の
夏
「
核
家
族
化
」
と

い
う
の
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

私
た
ち
は
学
校
の
体
験
学
習
で
、

あ
る
老
人
施
設
を
訪
れ
ま
し
た
。
ク

ラ
ス
の
グ
ル
ー
プ
６
人
で
駅
か
ら　
３０

分
く
ら
い
歩
い
て
行
き
ま
し
た
。
辺

り
は
薄
暗
い
山
道
に
な
っ
て
き
て
、

こ
ん
な
山
の
中
に
施
設
が
あ
る
と
い

う
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
施
設
に
着

い
て
中
に
入
り
、
あ
い
さ
つ
を
し

て
、
ラ
ジ
オ
体
操
や
集
会
に
参
加
し

ま
し
た
。
集
会
が
終
わ
る
と
い
よ
い

よ
お
年
寄
り
の
方
々
の
い
る
部
屋
へ

と
向
か
い
ま
し
た
。
事
前
の
打
ち
合

わ
せ
で
２
人
ず
つ
に
分
か
れ
て
世
話

を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

私
は
一
人
の
男
子
と
組
ん
で
「
お
年

寄
り
の
役
に
立
て
る
と
い
い
ね
。」

と
話
し
な
が
ら
交
流
で
き
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

病
室
の
廊
下
を
歩
い
て
い
る
と
お
風

呂
に
入
る
準
備
を
し
て
い
る
人
が
い

た
り
し
て
こ
う
い
う
人
達
を
ど
う

や
っ
て
接
し
た
ら
よ
い
の
か
わ
か
ら

な
く
て
少
し
不
安
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
名
前
も
覚
え
な
く
て
は
失
礼

だ
と
思
っ
た
の
で
、
思
っ
た
以
上
に

大
変
だ
と
い
う
気
持
ち
が
わ
い
て
き

ま
し
た
。

　

お
年
寄
り
の
方
と
は
年
代
も
違
う

の
で
話
が
合
う
か
、
変
な
こ
と
を
話

し
て
嫌
な
気
持
ち
に
さ
せ
な
い
か
と

も
思
っ
た
り
し
ま
し
た
。
あ
い
さ
つ

を
し
に
各
部
屋
へ
行
く
と
お
年
寄
り

の
方
々
は
皆
、
私
た
ち
を
笑
顔
で
迎

え
て
く
れ
ま
し
た
。
一
番
初
め
に
一

人
の
お
じ
い
さ
ん
の
所
に
近
づ
い
た

時
、
お
じ
い
さ
ん
は
目
が
不
自
由
な

の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
に
手
を
差

し
出
し
て
き
ま
し
た
。
最
初
は

「
え
っ
。」
と
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
そ

の
お
じ
い
さ
ん
の
話
し
相
手
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
お
じ
い
さ
ん
の
机
を

見
る
と
お
孫
さ
ん
か
ら
も
ら
っ
た
絵

や
手
紙
が
た
く
さ
ん
飾
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
を
見
る
と
施
設
に
入
る

前
は
、
お
孫
さ
ん
た
ち
と
楽
し
く
暮

し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い

ま
し
た
。
そ
れ
が
わ
か
っ
た
時
、
私

は
た
ま
ら
な
く
な
っ
て
思
わ
ず
お
じ

い
さ
ん
の
手
を
握
り
返
し
ま
し
た
。

す
る
と
、
お
じ
い
さ
ん
は
声
が
出
せ

な
い
の
に
、
舌
の
動
き
で
「
あ
り
が

と
う
。」
と
言
っ
て
く
れ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
涙
を
流
し

な
が
ら
手
を
合
わ
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
私
は
そ
の
お
じ
い
さ
ん
の
涙
に

感
謝
の
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
て
決

し
て
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
少
し
だ
け
自
分
が
優
し

く
な
れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

　

そ
の
お
じ
い
さ
ん
と
別
れ
、
違
う

部
屋
に
行
く
と
一
人
の
お
ば
あ
さ
ん

が
私
に
、「
話
が
し
た
い
ね
ぇ
。」
と

言
っ
て
話
し
か
け
て
き
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
の
お
ば
あ
さ
ん
は
自
分
の
祖

母
に
似
て
い
た
の
で
心
が
あ
た
た
か

く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

私
が
、
お
ば
あ
さ
ん
に
こ
こ
の
施
設

の
こ
と
や
生
活
の
こ
と
な
ど
の
質
問

を
す
る
と
お
ば
あ
さ
ん
は
丁
寧
に
答

え
て
く
れ
ま
し
た
。「
こ
こ
に
い
る

人
は
家
に
一
人
で
い
る
と
危
な
い
か

ら
こ
こ
に
入
れ
ら
れ
た
人
が
多
い
ん

だ
よ
。」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
お
ば
あ
さ
ん
は
私
が
見
た
限
り

元
気
そ
う
だ
っ
た
の
で
一
人
で
ま
だ

ま
だ
生
活
で
き
そ
う
だ
と
思
い
ま
し

た
。
で
も
一
人
で
生
活
を
し
て
い
る

と
突
然
な
に
か
が
あ
っ
た
時
に
助
け

を
求
め
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
だ

か
ら
安
全
の
た
め
に
お
年
寄
り
が
施

設
に
入
れ
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
仕

方
が
な
い
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

お
ば
あ
さ
ん
は
施
設
の
様
子
や
生

活
な
ど
色
々
な
話
を
し
て
く
れ
ま
し

た
。「
私
の
手
な
ん
て
こ
ん
な
に
シ

ワ
シ
ワ
。
あ
な
た
の
手
と
交
換
し
て

ほ
し
い
く
ら
い
だ
よ
…
。」
そ
ん
な

風
に
お
ば
あ
さ
ん
に
言
わ
れ
て
、
最

初
は
驚
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
お
ば

あ
さ
ん
の
遠
く
を
見
つ
め
る
よ
う
な

表
情
や
肩
を
丸
く
し
て
話
す
し
ぐ
さ

に
、「
淋
し
い
。」
と
口
に
は
で
き
な

い
「
淋
し
さ
」
が
表
れ
て
い
る
よ
う

に
思
い
ま
し
た
。

　

き
っ
と
老
人
施
設
に
は
、
こ
ん
な

気
持
ち
を
抱
え
て
い
る
お
年
寄
り
が

他
に
も
た
く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま

す
。
職
員
の
方
や
家
族
の
人
が
関

わ
っ
て
あ
げ
た
ら
よ
い
と
思
う
の
で

す
が
、
き
っ
と
忙
し
い
と
思
う
し
、

も
し
自
分
が
そ
の
立
場
だ
っ
た
と
し

て
も
、
四
六
時
中
お
年
寄
り
の
側
に

つ
い
て
世
話
を
す
る
こ
と
は
、
無
理

だ
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
お
年
寄
り
の
方
々
は
今

の
日
本
を
支
え
て
き
た
の
で
す
。

今
、
両
親
が
い
る
の
は
、
祖
父
と
祖

母
が
い
る
、
つ
ま
り
お
年
寄
り
が
い

た
わ
け
だ
か
ら
自
分
が
い
る
の
で

す
。

　

も
っ
と
お
年
寄
り
の
方
を
大
事
に

尊
重
し
、
敬
っ
て
い
く
べ
き
な
の
で

は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
私
の
家
は

核
家
族
な
の
で
、
お
年
寄
り
の
気
持

ち
や
生
活
が
、
ほ
と
ん
ど
理
解
出
来

ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
、
出
来
る
だ

け
時
間
を
作
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

地
域
活
動
に
参
加
し
て
、
お
年
寄
り

と
多
く
接
す
る
機
会
を
持
と
う
と
思

い
ま
す
。

　

こ
の
夏
、
私
は
、
お
年
寄
り
と
の

貴
重
な
体
験
を
し
、
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。
今
回
の
体
験
学

習
は
自
分
が
ひ
と
ま
わ
り
大
き
く
な

れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

「
お
年
寄
り
の
気
持
ち
」

増
戸
中
学
校
二
年　
　
　

宮
野　

恵
利

第　

回
あ
き
る
野
市

１１

　

中
学
生
の
主
張
大
会



　

夏
休
み
、
自
由
研
究
で
困
っ
て
い

た
ら
、

「
う
ち
の
会
社
に
す
る
。」

と
、
父
が
言
い
ま
し
た
。

「
え
え
。」

と
、
ぼ
く
は
、
い
や
が
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
知
ら
な
い
人
が
い
る
か
ら

で
す
。
で
も
、
父
が
、

「
休
み
だ
か
ら
だ
れ
も
い
な
い
よ
。」

と
、
言
っ
て
く
れ
た
の
で
、
父
の
会

社
に
見
学
に
行
っ
て
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
で
き
方
の
研
究
に
し
よ
う

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

父
の
会
社
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

会
社
で
す
。
実
際
行
っ
て
み
る

と
、
会
社
は
閉
ま
っ
て
い
ま
し

た
。
で
も
、
父

は
カ
ギ
を
持
っ

て
い
た
の
で
入

れ
ま
し
た
。
だ

れ
も
い
な
か
っ

た
の
で
、
貸
し

切
り
の
よ
う
で

し
た
。

　

会
社
の
実
験

室
に
入
り
、
生

コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
材
料
で
生
コ

ン
ク
リ
ー
ト
を
作
っ
て
い
る
と
こ
ろ

を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
材
料
が

わ
か
ら
な
い
の
で
、

「
こ
れ
何
、
こ
れ
は
。」

と
、
何
回
も
指
を
さ
し
て
聞
く
と
、

「
そ
れ
は
、
セ
メ
ン
ト
。」

「
そ
れ
は
、
混
和
ざ
い
と
い
う
薬
だ

よ
。」

と
、
や
さ
し
く
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
何
だ
か
、
特
別
と
い
う
感
じ
が

し
て
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
ぼ
く
は
、
二
年
前
に
も
父
の
会

社
に
来
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、

「
久
し
ぶ
り
だ
な
。」

と
、
言
っ
た
ら
、

「
そ
う
だ
っ
け
。」

と
、
父
が
言
い
ま
し
た
。
父
か
ら
見

る
と
、
ぼ
く
は
、
早
く
大
き
く
な
っ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
る
の
か
な

と
思
い
ま
し
た
。

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
、
セ
メ
ン
ト
・

砂
利
・
混
和
ざ
い
を
全
部
入
れ
て
か

ら
水
を
少
し
ず
つ
入
れ
て
い
っ
て
、

い
い
具
合
に
な
っ
た
ら
完
成
で
す
。

そ
れ
を
、
父
が
実
験
室
で
実
際
に

や
っ
て
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
い
つ

も
家
に
い
る
と
元
気
い
っ
ぱ
い
な
父

で
す
が
、
こ
の
時
は
、
真
剣
に
ぼ
く

に
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
で
も
、
や

さ
し
い
と
こ
ろ
は
、
変
わ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
父
が
会
社
に
来
て
仕
事
を

し
て
い
る
と
き
の
様
子
が
少
し
わ

か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
父

の
顔
を
見
て
い
る
と
、
と
て
も
ま
じ

め
で
、
真
剣
な
顔
を
し
て
い
ま
す
。

家
に
い
る
時
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い

る
顔
と
は
大
ち
が
い
で
し
た
。
父

は
、
会
社
で
は
、
い
つ
も
こ
ん
な
顔

で
仕
事
を
し
て
い
る
ん
だ
な
あ
と
思

い
ま
し
た
。

　

父
の
よ
う
に
、
ぼ
く
も
す
ぐ
気
持

ち
を
切
り
か
え
る
と
こ
ろ
を
、
見
習

い
た
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
自
由

研
究
は
、
父
の
お
か
げ
で
五
ペ
ー
ジ

の
本
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
、
ぼ

く
と
し
て
は
、
よ
く
で
き
た
な
と
思

い
ま
し
た
。

　

父
と
会
社
に
い
た
一
時
間
は
、
ぼ

く
に
と
っ
て
と
て
も
大
切
な
時
間
で

し
た
。

４５

⑧⑧家庭は教育の原点です�家庭は教育の原点です�家庭は教育の原点です�⑧

家庭の役割を見直してみましょう。
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「家庭の日」
推進事業
最優秀作品

「家庭の日」
推進事業
最優秀作品

「家庭の日」
推進事業
最優秀作品

「家庭の日」
推進事業
最優秀作品

〇
５
月
定
例
会

�
（
議
案
）
あ
き
る
野
市
図
書
館
協

　

議
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

�
（
議
題
）
小
・
中
一
貫
教
育
に
つ

　

い
て

〇
６
月
定
例
会

�
（
議
案
）
あ
き
る
野
市
学
校
給
食

　

セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
委
員
の
委

　

嘱
に
つ
い
て

�
（
議
題
）
小
規
模
学
校
対
策
事
務

　

局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
設
置
等

　

に
つ
い
て

〇
７
月
定
例
会

�
（
議
案
）
平
成　

年
度
使
用
教
科

１９

　

用
図
書
（
心
身
障
害
学
級
教
科
書
）

　

の
採
択
に
つ
い
て

�
（
議
題
）
子
ど
も
の
放
課
後
対
策

　

に
つ
い
て

〇
８
月
定
例
会

�
（
議
案
）
平
成　

年
度
あ
き
る
野

１８

　

市
教
育
委
員
会
所
管
予
算
（
第
１

　

号
補
正
）
に
つ
い
て

（
議
題
）
あ
き
る
野
市
教
員
研
修
セ

　

ン
タ
ー
構
想
に
つ
い
て

〇
９
月
定
例
会

�
（
議
案
）
あ
き
る
野
市
有
形
文
化

　

財
（
考
古
資
料
・
建
造
物
）
の
指

　

定
に
か
か
る
諮
問
に
つ
い
て

�
（
議
題
）
２
学
期
制
学
校
経
営
を

　

検
証
す
る
。

〇
第
２
回
臨
時
会

�
（
議
案
）
教
育
委
員
会
所
管
予
算

　

（
第
二
号
補
正
）
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
の
活
動（
会
議
）

�

�

�

�
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�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

「
あ
の
ね
、
今
日
ね
、
○
○

ち
ゃ
ん
が
こ
う
や
っ
て
ね
、
そ

う
し
た
ら
ね
…
」

　

家
族
で
夕
ご
は
ん
を
食
べ
て

い
る
と
き
、
子
ど
も
は
そ
の
日

あ
っ
た
出
来
事
を
一
生
懸
命
に

話
し
始
め
ま
し
た
。

　

子
ど
も
は
、
楽
し
か
っ
た
こ

と
、
感
動
し
た
こ
と
、
い
や
な

思
い
を
し
た
こ
と
や
ち
ょ
っ
と

つ
ら
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
、
家

族
に
聞
い
て
も
ら
い
た
い
と

願
っ
て
い
る
の
で
す
。
自
分
の

思
い
を
家
族
に
受
け
止
め
て
も

ら
え
た
と
き
に
、
心
が
休
ま
る

と
い
う
経
験
は
、
誰
も
が
も
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

子
ど
も
の
た
わ
い
も
な
い
話

し
に
家
族
が
耳
を
傾
け
、「
そ

う
な
ん
だ
、
よ
か
っ
た
ね
。」

と
共
感
を
し
、
受
け
止
め
る
こ

と
が
で
き
る
関
係
は
、
家
庭
教

育
の
基
盤
と
言
え
る
も
の
で

す
。

　

親
の
仕
事
な
ど
の
関
係
で
、

毎
日
は
無
理
で
も
、
週
に
１
回

で
も
２
回
で
も
、
家
族
が
そ

ろ
っ
て
食
卓
を
囲
む
一
家
だ
ん

ら
ん
の
ひ
と
時
が
も
て
る
よ
う

工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
と
き
に
、
次
の
よ
う
な

こ
と
に
注
意
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

�
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
、
新
聞

　

を
読
み
な
が
ら
、
携
帯
電
話

　

を
使
い
な
が
ら
は
禁
物
で
す
。

　

互
い
に
目
を
見
て
会
話
で
き

　

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

�
し
か
っ
た
り
、
子
ど
も
の
話

　

し
を
否
定
し
た
り
す
る
こ
と

　

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

�
「
そ
う
な
ん
だ
」
「
す
ご
い

　

ね
」
と
話
を
受
け
止
め
て
、

　
「
そ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
た
の
」

　

と
話
を
発
展
さ
せ
ま
し
ょ 

　

う
。

　

人
は
、
遠
慮
な
く
甘
え
ら
れ

る
よ
う
な
関
係
の
中
で
、
悩
み

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
話

し
、
ス
ト
レ
ス
を
発
散
さ
せ
る

こ
と
で
、
心
が
や
す
ら
ぎ
、
明

日
へ
の
活
力
が
沸
い
て
く
る
の

で
す
。
特
に
子
ど
も
は
、
こ
の

こ
と
を
無
意
識
の
う
ち
に
家
族

に
求
め
て
い
る
の
で
す
。

指
導
・
学
務
課

　
　
　
　

�
５
５
８
・
８
８
５
９

　

平
成　

年
か
ら
発
行
の
広
報
教
育
あ
き
る
野
「
一
房
の
ぶ
ど
う
」
第
２
号
か
ら
７
回
に
わ
た
っ

１６

て
「
家
庭
は
教
育
の
原
点
で
す
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
家
庭
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
シ
リ
ー
ズ
で
掲

載
し
て
き
ま
し
た
。「
子
ど
も
と
の
信
頼
関
係
」「
家
事
へ
の
参
加
」「
あ
い
さ
つ
」「
読
書
の
薦

め
」「
会
話
す
る
力
」「
生
活
リ
ズ
ム
」「
テ
レ
ビ
の
見
方
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
で
、
家
庭
が
子
ど

も
の
成
長
に
果
た
す
大
切
さ
や
、
役
割
の
見
直
し
を
呼
び
か
け
て
き
ま
し
た
。

　

シ
リ
ー
ズ
の
最
終
回
の
今
回
は
、
家
庭
教
育
の
原
点
と
も
い
え
る
「
家
庭
で
の
だ
ん
ら
ん
」
を

取
り
上
げ
ま
し
た
。

食
卓
で
心
を
温
め
よ
う

食
卓
で
心
を
温
め
よ
う
！！

　

８
回
の
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し

て
き
た
「
家
庭
は
教
育
の
原
点

で
す
」
の
各
内
容
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
、「
一
房
の

ぶ
ど
う
」
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
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〇　

月
定
例
会

１０
�
（
議
案
）
行
政
（
教
育
）
財
産
の

　

用
途
変
更
及
び
引
継
ぎ
に
つ
い
て

�
（
議
題
）
い
じ
め
撲
滅
へ
の
取
組

　

と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

〇　

月
定
例
会

１１
�
（
議
題
）
危
機
的
状
況
の
わ
が
国

　

の
教
育
を
考
え
、
あ
き
る
野
市
の

　

教
育
充
実
・
発
展
の
た
め
の
課
題

　

を
明
確
に
す
る

〇　

月
定
例
会

１２
�
（
議
案
）
平
成　

年
度
あ
き
る
野

１９

　

市
教
育
委
員
会
教
育
目
標
及
び
あ

　

き
る
野
市
教
育
委
員
会
の
基
本
方

　

針
に
つ
い
て
外
２
件

�
（
議
題
）
あ
き
る
野
市
健
康
づ
く

　

り　

に
係
る
教
育
委
員
会
と
し
て

２１

　

の
取
組
に
つ
い
て

〇
１
月
定
例
会

�
（
議
題
）
伝
統
・
文
化
を
ど
う
学

　

ば
せ
る
か

佐
藤　

拓
磨

小
宮
小
学
校　

５
年　
　

「
父
と
自
由
研
究
」

作
文
・
小
学
生

作
文
・
小
学
生

高
学
年
の
部

　
　
　

高
学
年
の
部

岡
村　

あ
す
み

よ
つ
ぎ
第
一
保
育
園　

５
才　

「
家
族
で
山
に

　
　
　

い
っ
た
と
こ
ろ
」

絵
画
・
幼
児
の
部

絵
画
・
幼
児
の
部

　

市
で
は
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
し
、
親
子

の
絆
を
深
め
る
と
と
も
に
明
る

い
家
庭
づ
く
り
に
努
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
願
い
を
込
め

て
、毎
月
第
２
日
曜
日
を「
家
庭

の
日
」
と
し
て
設
定
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
、「
親
子
観
劇

会
」「
絵
画
・
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
」
を
推
進
事
業
と
し
て
実
施

し
ま
し
た
。
親
子
観
劇
会
に
は

１
１
３
３
人
が
参
加
し
、
絵

画
・
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
幼

児
か
ら
中
学
生
ま
で
合
計
７
８

３
人
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
中
か
ら
絵
画
・
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
の
最
優
秀
賞
受
賞
作

品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

� ��������������������������������������������

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

中
道　

ふ
み

西
中
学
校　

２
年　
　
　

ポ
ス
タ
ー
・

ポ
ス
タ
ー
・

中
学
生
の
部

　
　
　

中
学
生
の
部



　

夏
休
み
、
自
由
研
究
で
困
っ
て
い

た
ら
、

「
う
ち
の
会
社
に
す
る
。」

と
、
父
が
言
い
ま
し
た
。

「
え
え
。」

と
、
ぼ
く
は
、
い
や
が
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
知
ら
な
い
人
が
い
る
か
ら

で
す
。
で
も
、
父
が
、

「
休
み
だ
か
ら
だ
れ
も
い
な
い
よ
。」

と
、
言
っ
て
く
れ
た
の
で
、
父
の
会

社
に
見
学
に
行
っ
て
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
で
き
方
の
研
究
に
し
よ
う

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

父
の
会
社
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

会
社
で
す
。
実
際
行
っ
て
み
る

と
、
会
社
は
閉
ま
っ
て
い
ま
し

た
。
で
も
、
父

は
カ
ギ
を
持
っ

て
い
た
の
で
入

れ
ま
し
た
。
だ

れ
も
い
な
か
っ

た
の
で
、
貸
し

切
り
の
よ
う
で

し
た
。

　

会
社
の
実
験

室
に
入
り
、
生

コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
材
料
で
生
コ

ン
ク
リ
ー
ト
を
作
っ
て
い
る
と
こ
ろ

を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
材
料
が

わ
か
ら
な
い
の
で
、

「
こ
れ
何
、
こ
れ
は
。」

と
、
何
回
も
指
を
さ
し
て
聞
く
と
、

「
そ
れ
は
、
セ
メ
ン
ト
。」

「
そ
れ
は
、
混
和
ざ
い
と
い
う
薬
だ

よ
。」

と
、
や
さ
し
く
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
何
だ
か
、
特
別
と
い
う
感
じ
が

し
て
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
ぼ
く
は
、
二
年
前
に
も
父
の
会

社
に
来
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、

「
久
し
ぶ
り
だ
な
。」

と
、
言
っ
た
ら
、

「
そ
う
だ
っ
け
。」

と
、
父
が
言
い
ま
し
た
。
父
か
ら
見

る
と
、
ぼ
く
は
、
早
く
大
き
く
な
っ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
る
の
か
な

と
思
い
ま
し
た
。

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
、
セ
メ
ン
ト
・

砂
利
・
混
和
ざ
い
を
全
部
入
れ
て
か

ら
水
を
少
し
ず
つ
入
れ
て
い
っ
て
、

い
い
具
合
に
な
っ
た
ら
完
成
で
す
。

そ
れ
を
、
父
が
実
験
室
で
実
際
に

や
っ
て
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
い
つ

も
家
に
い
る
と
元
気
い
っ
ぱ
い
な
父

で
す
が
、
こ
の
時
は
、
真
剣
に
ぼ
く

に
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
で
も
、
や

さ
し
い
と
こ
ろ
は
、
変
わ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
父
が
会
社
に
来
て
仕
事
を

し
て
い
る
と
き
の
様
子
が
少
し
わ

か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
父

の
顔
を
見
て
い
る
と
、
と
て
も
ま
じ

め
で
、
真
剣
な
顔
を
し
て
い
ま
す
。

家
に
い
る
時
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い

る
顔
と
は
大
ち
が
い
で
し
た
。
父

は
、
会
社
で
は
、
い
つ
も
こ
ん
な
顔

で
仕
事
を
し
て
い
る
ん
だ
な
あ
と
思

い
ま
し
た
。

　

父
の
よ
う
に
、
ぼ
く
も
す
ぐ
気
持

ち
を
切
り
か
え
る
と
こ
ろ
を
、
見
習

い
た
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
自
由

研
究
は
、
父
の
お
か
げ
で
五
ペ
ー
ジ

の
本
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
、
ぼ

く
と
し
て
は
、
よ
く
で
き
た
な
と
思

い
ま
し
た
。

　

父
と
会
社
に
い
た
一
時
間
は
、
ぼ

く
に
と
っ
て
と
て
も
大
切
な
時
間
で

し
た
。

４５

⑧⑧家庭は教育の原点です�家庭は教育の原点です�家庭は教育の原点です�⑧

家庭の役割を見直してみましょう。

� �������������������������������������������������������������������������

「家庭の日」
推進事業
最優秀作品

「家庭の日」
推進事業
最優秀作品

「家庭の日」
推進事業
最優秀作品

「家庭の日」
推進事業
最優秀作品

〇
５
月
定
例
会

�
（
議
案
）
あ
き
る
野
市
図
書
館
協

　

議
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

�
（
議
題
）
小
・
中
一
貫
教
育
に
つ

　

い
て

〇
６
月
定
例
会

�
（
議
案
）
あ
き
る
野
市
学
校
給
食

　

セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
委
員
の
委

　

嘱
に
つ
い
て

�
（
議
題
）
小
規
模
学
校
対
策
事
務

　

局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
設
置
等

　

に
つ
い
て

〇
７
月
定
例
会

�
（
議
案
）
平
成　

年
度
使
用
教
科

１９

　

用
図
書
（
心
身
障
害
学
級
教
科
書
）

　

の
採
択
に
つ
い
て

�
（
議
題
）
子
ど
も
の
放
課
後
対
策

　

に
つ
い
て

〇
８
月
定
例
会

�
（
議
案
）
平
成　

年
度
あ
き
る
野

１８

　

市
教
育
委
員
会
所
管
予
算
（
第
１

　

号
補
正
）
に
つ
い
て

（
議
題
）
あ
き
る
野
市
教
員
研
修
セ

　

ン
タ
ー
構
想
に
つ
い
て

〇
９
月
定
例
会

�
（
議
案
）
あ
き
る
野
市
有
形
文
化

　

財
（
考
古
資
料
・
建
造
物
）
の
指

　

定
に
か
か
る
諮
問
に
つ
い
て

�
（
議
題
）
２
学
期
制
学
校
経
営
を

　

検
証
す
る
。

〇
第
２
回
臨
時
会

�
（
議
案
）
教
育
委
員
会
所
管
予
算

　

（
第
二
号
補
正
）
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
の
活
動（
会
議
）

�

�

�

�

�����������������������������������

�����������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

「
あ
の
ね
、
今
日
ね
、
○
○

ち
ゃ
ん
が
こ
う
や
っ
て
ね
、
そ

う
し
た
ら
ね
…
」

　

家
族
で
夕
ご
は
ん
を
食
べ
て

い
る
と
き
、
子
ど
も
は
そ
の
日

あ
っ
た
出
来
事
を
一
生
懸
命
に

話
し
始
め
ま
し
た
。

　

子
ど
も
は
、
楽
し
か
っ
た
こ

と
、
感
動
し
た
こ
と
、
い
や
な

思
い
を
し
た
こ
と
や
ち
ょ
っ
と

つ
ら
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
、
家

族
に
聞
い
て
も
ら
い
た
い
と

願
っ
て
い
る
の
で
す
。
自
分
の

思
い
を
家
族
に
受
け
止
め
て
も

ら
え
た
と
き
に
、
心
が
休
ま
る

と
い
う
経
験
は
、
誰
も
が
も
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

子
ど
も
の
た
わ
い
も
な
い
話

し
に
家
族
が
耳
を
傾
け
、「
そ

う
な
ん
だ
、
よ
か
っ
た
ね
。」

と
共
感
を
し
、
受
け
止
め
る
こ

と
が
で
き
る
関
係
は
、
家
庭
教

育
の
基
盤
と
言
え
る
も
の
で

す
。

　

親
の
仕
事
な
ど
の
関
係
で
、

毎
日
は
無
理
で
も
、
週
に
１
回

で
も
２
回
で
も
、
家
族
が
そ

ろ
っ
て
食
卓
を
囲
む
一
家
だ
ん

ら
ん
の
ひ
と
時
が
も
て
る
よ
う

工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
と
き
に
、
次
の
よ
う
な

こ
と
に
注
意
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

�
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
、
新
聞

　

を
読
み
な
が
ら
、
携
帯
電
話

　

を
使
い
な
が
ら
は
禁
物
で
す
。

　

互
い
に
目
を
見
て
会
話
で
き

　

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

�
し
か
っ
た
り
、
子
ど
も
の
話

　

し
を
否
定
し
た
り
す
る
こ
と

　

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

�
「
そ
う
な
ん
だ
」
「
す
ご
い

　

ね
」
と
話
を
受
け
止
め
て
、

　
「
そ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
た
の
」

　

と
話
を
発
展
さ
せ
ま
し
ょ 

　

う
。

　

人
は
、
遠
慮
な
く
甘
え
ら
れ

る
よ
う
な
関
係
の
中
で
、
悩
み

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
話

し
、
ス
ト
レ
ス
を
発
散
さ
せ
る

こ
と
で
、
心
が
や
す
ら
ぎ
、
明

日
へ
の
活
力
が
沸
い
て
く
る
の

で
す
。
特
に
子
ど
も
は
、
こ
の

こ
と
を
無
意
識
の
う
ち
に
家
族

に
求
め
て
い
る
の
で
す
。

指
導
・
学
務
課

　
　
　
　

�
５
５
８
・
８
８
５
９

　

平
成　

年
か
ら
発
行
の
広
報
教
育
あ
き
る
野
「
一
房
の
ぶ
ど
う
」
第
２
号
か
ら
７
回
に
わ
た
っ

１６

て
「
家
庭
は
教
育
の
原
点
で
す
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
家
庭
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
シ
リ
ー
ズ
で
掲

載
し
て
き
ま
し
た
。「
子
ど
も
と
の
信
頼
関
係
」「
家
事
へ
の
参
加
」「
あ
い
さ
つ
」「
読
書
の
薦

め
」「
会
話
す
る
力
」「
生
活
リ
ズ
ム
」「
テ
レ
ビ
の
見
方
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
で
、
家
庭
が
子
ど

も
の
成
長
に
果
た
す
大
切
さ
や
、
役
割
の
見
直
し
を
呼
び
か
け
て
き
ま
し
た
。

　

シ
リ
ー
ズ
の
最
終
回
の
今
回
は
、
家
庭
教
育
の
原
点
と
も
い
え
る
「
家
庭
で
の
だ
ん
ら
ん
」
を

取
り
上
げ
ま
し
た
。

食
卓
で
心
を
温
め
よ
う

食
卓
で
心
を
温
め
よ
う
！！

　

８
回
の
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し

て
き
た
「
家
庭
は
教
育
の
原
点

で
す
」
の
各
内
容
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
、「
一
房
の

ぶ
ど
う
」
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
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〇　

月
定
例
会

１０
�
（
議
案
）
行
政
（
教
育
）
財
産
の

　

用
途
変
更
及
び
引
継
ぎ
に
つ
い
て

�
（
議
題
）
い
じ
め
撲
滅
へ
の
取
組

　

と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

〇　

月
定
例
会

１１
�
（
議
題
）
危
機
的
状
況
の
わ
が
国

　

の
教
育
を
考
え
、
あ
き
る
野
市
の

　

教
育
充
実
・
発
展
の
た
め
の
課
題

　

を
明
確
に
す
る

〇　

月
定
例
会

１２
�
（
議
案
）
平
成　

年
度
あ
き
る
野

１９

　

市
教
育
委
員
会
教
育
目
標
及
び
あ

　

き
る
野
市
教
育
委
員
会
の
基
本
方

　

針
に
つ
い
て
外
２
件

�
（
議
題
）
あ
き
る
野
市
健
康
づ
く

　

り　

に
係
る
教
育
委
員
会
と
し
て

２１

　

の
取
組
に
つ
い
て

〇
１
月
定
例
会

�
（
議
題
）
伝
統
・
文
化
を
ど
う
学

　

ば
せ
る
か

佐
藤　

拓
磨

小
宮
小
学
校　

５
年　
　

「
父
と
自
由
研
究
」

作
文
・
小
学
生

作
文
・
小
学
生

高
学
年
の
部

　
　
　

高
学
年
の
部

岡
村　

あ
す
み

よ
つ
ぎ
第
一
保
育
園　

５
才　

「
家
族
で
山
に

　
　
　

い
っ
た
と
こ
ろ
」

絵
画
・
幼
児
の
部

絵
画
・
幼
児
の
部

　

市
で
は
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
し
、
親
子

の
絆
を
深
め
る
と
と
も
に
明
る

い
家
庭
づ
く
り
に
努
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
願
い
を
込
め

て
、毎
月
第
２
日
曜
日
を「
家
庭

の
日
」
と
し
て
設
定
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
、「
親
子
観
劇

会
」「
絵
画
・
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
」
を
推
進
事
業
と
し
て
実
施

し
ま
し
た
。
親
子
観
劇
会
に
は

１
１
３
３
人
が
参
加
し
、
絵

画
・
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
幼

児
か
ら
中
学
生
ま
で
合
計
７
８

３
人
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
中
か
ら
絵
画
・
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
の
最
優
秀
賞
受
賞
作

品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

� ��������������������������������������������

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

中
道　

ふ
み

西
中
学
校　

２
年　
　
　

ポ
ス
タ
ー
・

ポ
ス
タ
ー
・

中
学
生
の
部

　
　
　

中
学
生
の
部



６３

１　人権尊重と社会貢献の精神をはぐくむ教育の推進
　（１）　人権尊重の理念を市民に定着させ、偏見や差別のない社会をつくるために人権教
　　　育を推進する。
　（２）　子どもたちが、社会生活の基本的なルールを身に付け、「思いやり」や「助け合
　　　い」、「敬い」の心をはぐくむために、体験を重視した心の教育を推進する。
　（３）　子どもたちが、地域社会の一員としての自覚をもち、一人一人が役割を果たして、
　　　広く社会に貢献しようとする心を育てる教育を推進する。

２　豊かな人間性と未来をひらく学力をはぐくむ教育の推進
　（１）　基礎的・基本的な学力の定着及び向上を図り、子どもの自ら学び、自ら考える力
　　　を伸ばすために、個に応じた多様な教育を推進する。
　（２）　「食」に関する指導や家庭における基本的な生活習慣の形成、家庭学習の習慣化
　　　を図る。
　（３）　特別な支援を必要としている子どもが、個々の教育的ニーズに応じた指導を受け
　　　られるよう特別支援教育を推進する。
　（４）　わが国や世界の文化・伝統に触れる機会を多様にし、郷土を愛する心と誇りをは
　　　ぐくむとともに、多様な文化に対する理解を深める教育を推進する。
　（５）　教員の資質・能力の向上を図るための研修を一層充実する。
　（６）　子どもや保護者の願いを実現できるよう、学校施設・設備の整備を進め、特色あ
　　　る学校づくりと学校運営の改善・充実を図る。
　
３　生涯学習の推進と文化、スポーツ・レクリエーションの振興
　（１）　生涯学習推進計画に基づき、体系的な事業展開と推進体制の整備を進め、「いつ
　　　でも、どこでも、だれでもが学ぶことのできる」生涯学習の振興を図る。
　（２）　学習活動や交流の場の充実と学習情報の収集・提供を進め、団体と人材の育成を
　　　図り、市民参加の促進と協働による生涯学習活動を支援する。
　（３）　市内に伝わる有形・無形の文化遺産の保護につとめ、文化財の公開・活用を推進
　　　し、郷土学習の機会を提供する。
　（４）　スポーツ施設の整備や指導者及び団体の育成と、スポーツ・レクリエーションに
　　　関する情報の提供を行い、市民スポーツの振興を図る。
　（５）　生涯学習関連施設の整備と充実を図り、既存施設の有効活用と適正利用を進め、
　　　利用しやすい施設づくりを推進する。

４　家庭、学校、地域社会の連携・協力の強化
　（１）　家庭 ､学校 ､地域社会 ､関係機関の連携のもとに、次代を担う子どもたちを育成
　　　する。
　（２）　学校、家庭、地域社会が連携して『いじめ・不登校０（ゼロ）への挑戦』を推進
　　　する。
　（３）　『学校の安心・安全対策』の徹底を図り、子どもたちが安心して安全に生活でき
　　　る学校や地域の環境づくりを進める。
　（４）　家庭教育や地域活動に関する情報や学習・交流の機会を提供する。
　（５）　子どもたちの体験を重視した学校外活動・余暇活動の機会を充実する。
　（６）　家庭・地域社会と連携した教育を目指し、保護者や地域住民の参画を求め、開か
　　　れた学校づくりを推進する。

重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重 点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点 項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項 目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目重 点 項 目
　
「
あ
き
る
野
市
教
育
の
日
」
に
ち

な
み
、「
第　

回
未
来
を
築
く
青
少

１１

年
健
全
育
成
あ
き
る
野
市
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
午
前
の
部
で

は
、
青
少
年
善
行
表
彰
式
、
午
後
の

部
で
は
、
小
学
生
児
童
６
人
に
よ
る

人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
表
が
行
わ

れ
、
引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
中
学
生

の
主
張
大
会
で
は
、「
学
校
・
家

庭
・
地
域
や
友
人
等
と
の
か
か
わ
り

の
中
で
、
日
ご
ろ
考
え
て
い
る
こ

と
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
品
を
、
中

学
生
の
応
募
者
１
２
３
１
人
の
中
か

ら
選
ば
れ
た　

人
が
発
表
し
ま
し

１６

た
。

　

こ
の
中
か
ら
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
は
「
核
家
族
化
」
と
い

う
の
を
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
。
核
家
族
と
は
、
両
親
と
子
供
だ

け
の
家
庭
の
こ
と
を
い
い
現
在
で
は

そ
れ
が　

％
近
く
を
占
め
て
い
ま

８０

す
。
私
は
こ
の
夏
「
核
家
族
化
」
と

い
う
の
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

私
た
ち
は
学
校
の
体
験
学
習
で
、

あ
る
老
人
施
設
を
訪
れ
ま
し
た
。
ク

ラ
ス
の
グ
ル
ー
プ
６
人
で
駅
か
ら　
３０

分
く
ら
い
歩
い
て
行
き
ま
し
た
。
辺

り
は
薄
暗
い
山
道
に
な
っ
て
き
て
、

こ
ん
な
山
の
中
に
施
設
が
あ
る
と
い

う
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
施
設
に
着

い
て
中
に
入
り
、
あ
い
さ
つ
を
し

て
、
ラ
ジ
オ
体
操
や
集
会
に
参
加
し

ま
し
た
。
集
会
が
終
わ
る
と
い
よ
い

よ
お
年
寄
り
の
方
々
の
い
る
部
屋
へ

と
向
か
い
ま
し
た
。
事
前
の
打
ち
合

わ
せ
で
２
人
ず
つ
に
分
か
れ
て
世
話

を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

私
は
一
人
の
男
子
と
組
ん
で
「
お
年

寄
り
の
役
に
立
て
る
と
い
い
ね
。」

と
話
し
な
が
ら
交
流
で
き
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

病
室
の
廊
下
を
歩
い
て
い
る
と
お
風

呂
に
入
る
準
備
を
し
て
い
る
人
が
い

た
り
し
て
こ
う
い
う
人
達
を
ど
う

や
っ
て
接
し
た
ら
よ
い
の
か
わ
か
ら

な
く
て
少
し
不
安
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
名
前
も
覚
え
な
く
て
は
失
礼

だ
と
思
っ
た
の
で
、
思
っ
た
以
上
に

大
変
だ
と
い
う
気
持
ち
が
わ
い
て
き

ま
し
た
。

　

お
年
寄
り
の
方
と
は
年
代
も
違
う

の
で
話
が
合
う
か
、
変
な
こ
と
を
話

し
て
嫌
な
気
持
ち
に
さ
せ
な
い
か
と

も
思
っ
た
り
し
ま
し
た
。
あ
い
さ
つ

を
し
に
各
部
屋
へ
行
く
と
お
年
寄
り

の
方
々
は
皆
、
私
た
ち
を
笑
顔
で
迎

え
て
く
れ
ま
し
た
。
一
番
初
め
に
一

人
の
お
じ
い
さ
ん
の
所
に
近
づ
い
た

時
、
お
じ
い
さ
ん
は
目
が
不
自
由
な

の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
に
手
を
差

し
出
し
て
き
ま
し
た
。
最
初
は

「
え
っ
。」
と
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
そ

の
お
じ
い
さ
ん
の
話
し
相
手
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
お
じ
い
さ
ん
の
机
を

見
る
と
お
孫
さ
ん
か
ら
も
ら
っ
た
絵

や
手
紙
が
た
く
さ
ん
飾
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
を
見
る
と
施
設
に
入
る

前
は
、
お
孫
さ
ん
た
ち
と
楽
し
く
暮

し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い

ま
し
た
。
そ
れ
が
わ
か
っ
た
時
、
私

は
た
ま
ら
な
く
な
っ
て
思
わ
ず
お
じ

い
さ
ん
の
手
を
握
り
返
し
ま
し
た
。

す
る
と
、
お
じ
い
さ
ん
は
声
が
出
せ

な
い
の
に
、
舌
の
動
き
で
「
あ
り
が

と
う
。」
と
言
っ
て
く
れ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
涙
を
流
し

な
が
ら
手
を
合
わ
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
私
は
そ
の
お
じ
い
さ
ん
の
涙
に

感
謝
の
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
て
決

し
て
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
少
し
だ
け
自
分
が
優
し

く
な
れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

　

そ
の
お
じ
い
さ
ん
と
別
れ
、
違
う

部
屋
に
行
く
と
一
人
の
お
ば
あ
さ
ん

が
私
に
、「
話
が
し
た
い
ね
ぇ
。」
と

言
っ
て
話
し
か
け
て
き
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
の
お
ば
あ
さ
ん
は
自
分
の
祖

母
に
似
て
い
た
の
で
心
が
あ
た
た
か

く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

私
が
、
お
ば
あ
さ
ん
に
こ
こ
の
施
設

の
こ
と
や
生
活
の
こ
と
な
ど
の
質
問

を
す
る
と
お
ば
あ
さ
ん
は
丁
寧
に
答

え
て
く
れ
ま
し
た
。「
こ
こ
に
い
る

人
は
家
に
一
人
で
い
る
と
危
な
い
か

ら
こ
こ
に
入
れ
ら
れ
た
人
が
多
い
ん

だ
よ
。」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
お
ば
あ
さ
ん
は
私
が
見
た
限
り

元
気
そ
う
だ
っ
た
の
で
一
人
で
ま
だ

ま
だ
生
活
で
き
そ
う
だ
と
思
い
ま
し

た
。
で
も
一
人
で
生
活
を
し
て
い
る

と
突
然
な
に
か
が
あ
っ
た
時
に
助
け

を
求
め
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
だ

か
ら
安
全
の
た
め
に
お
年
寄
り
が
施

設
に
入
れ
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
仕

方
が
な
い
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

お
ば
あ
さ
ん
は
施
設
の
様
子
や
生

活
な
ど
色
々
な
話
を
し
て
く
れ
ま
し

た
。「
私
の
手
な
ん
て
こ
ん
な
に
シ

ワ
シ
ワ
。
あ
な
た
の
手
と
交
換
し
て

ほ
し
い
く
ら
い
だ
よ
…
。」
そ
ん
な

風
に
お
ば
あ
さ
ん
に
言
わ
れ
て
、
最

初
は
驚
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
お
ば

あ
さ
ん
の
遠
く
を
見
つ
め
る
よ
う
な

表
情
や
肩
を
丸
く
し
て
話
す
し
ぐ
さ

に
、「
淋
し
い
。」
と
口
に
は
で
き
な

い
「
淋
し
さ
」
が
表
れ
て
い
る
よ
う

に
思
い
ま
し
た
。

　

き
っ
と
老
人
施
設
に
は
、
こ
ん
な

気
持
ち
を
抱
え
て
い
る
お
年
寄
り
が

他
に
も
た
く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま

す
。
職
員
の
方
や
家
族
の
人
が
関

わ
っ
て
あ
げ
た
ら
よ
い
と
思
う
の
で

す
が
、
き
っ
と
忙
し
い
と
思
う
し
、

も
し
自
分
が
そ
の
立
場
だ
っ
た
と
し

て
も
、
四
六
時
中
お
年
寄
り
の
側
に

つ
い
て
世
話
を
す
る
こ
と
は
、
無
理

だ
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
お
年
寄
り
の
方
々
は
今

の
日
本
を
支
え
て
き
た
の
で
す
。

今
、
両
親
が
い
る
の
は
、
祖
父
と
祖

母
が
い
る
、
つ
ま
り
お
年
寄
り
が
い

た
わ
け
だ
か
ら
自
分
が
い
る
の
で

す
。

　

も
っ
と
お
年
寄
り
の
方
を
大
事
に

尊
重
し
、
敬
っ
て
い
く
べ
き
な
の
で

は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
私
の
家
は

核
家
族
な
の
で
、
お
年
寄
り
の
気
持

ち
や
生
活
が
、
ほ
と
ん
ど
理
解
出
来

ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
、
出
来
る
だ

け
時
間
を
作
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

地
域
活
動
に
参
加
し
て
、
お
年
寄
り

と
多
く
接
す
る
機
会
を
持
と
う
と
思

い
ま
す
。

　

こ
の
夏
、
私
は
、
お
年
寄
り
と
の

貴
重
な
体
験
を
し
、
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。
今
回
の
体
験
学

習
は
自
分
が
ひ
と
ま
わ
り
大
き
く
な

れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

「
お
年
寄
り
の
気
持
ち
」

増
戸
中
学
校
二
年　
　
　

宮
野　

恵
利

第　

回
あ
き
る
野
市

１１

　

中
学
生
の
主
張
大
会
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平成１９年度
　あきる野市教育委員会の教育目標
平成１９年度
　あきる野市教育委員会の教育目標

　平成１９年度のあきる野市教育目標及び基本方針が決まりました。この目標を達成するための
重点項目には、特に、「学校の安心・安全対策の徹底」、「いじめ不登校の撲滅」、「基礎的・基
本的学力の定着と向上」及び「食に関する指導」などの取組を明確に示しました。平成１９年度
は、これらの方針に基づき各施策に積極的に取り組んでいきます。

　あきる野市教育委員会は、人権尊重

と社会貢献の精神を基調とし、あきる

野市民憲章に則してすべての市民が豊

かな自然や文化・伝統に誇りをもち、

生涯を通じて学ぶことのできる生涯学

習社会の実現を図る。その中で、家庭、

学校、地域社会がそれぞれの役割と責

任を自覚し緊密な連携のもとに、子ど

もたちが心身ともに健康で、豊かな人

間性と未来をひらく学力を兼ね備えた

市民として成長し、「人と緑の新創造

都市」あきる野市の発展に貢献するこ

とを期して、教育を推進する。

１　人権尊重と社会貢献の精神をはぐくむ教育の推進
　　すべての市民が、自他の人権について理解を深め、責任を自覚し、協力し合い、安心
　して社会生活を送れるよう、人権尊重と社会貢献の精神を育成する教育を推進する。

２　豊かな人間性と未来をひらく学力をはぐくむ教育の推進
　　子どもたちが、国際社会に生き社会の変化に主体的に対応していくために、基礎的な
　学力の向上を図り、個性と創造性を伸ばす教育を推進する。

３　生涯学習の推進と文化、スポーツ・レクリエーションの振興
　　すべての市民が生涯を通じて自ら学び、文化やスポーツ・レクリエーションに親しめ
　るよう、基盤整備と社会参加による学習・交流活動を推進する。

４　家庭、学校、地域社会の連携・協力の強化
　　子どもたちが、乳幼児期から、豊かな体験を通して健やかに成長できるよう、家庭教
　育や地域活動を支援するとともに、家庭、学校、地域社会が一体となった「安心・安全
　な教育環境づくり」を推進する。

人と緑の新創造都市・あきる野市�

あきる野市民憲章�

平成１９年度あきる野市教育委員会教育目標（図）
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事
業
報
告
会
を
開
催

　

参
加
者
５
０
０
人
を
超
え
る
！

　

平
成　

年　

月　

日
に
、
キ
ラ

１８

１１

１７

ラ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
東
京
都
の

特
別
支
援
教
育
体
制
・
副
籍
モ
デ

ル
事
業
の
報
告
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
当
日
は
、
都
内
の
区
市
町
村

を
は
じ
め
、
他
府
県
か
ら
の
参
加

も
あ
り
、
多
く
の
方
々
に
本
市
の

取
組
を
報
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

報
告
会
の
内
容
は
次
の
通
り
で

す
。

�
学
校
等
か
ら
の
実
践
報
告

　

�
就
学
支
援
シ
ー
ト
の
活
用
事

　
　

例

　

�
校
内
委
員
会
の
活
性
化
事
例

　

�
副
籍
の
交
流
事
例

�
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
「
特
別
支
援
教
育
の
成
果
と
課

　

題
」

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
明
治

学
院
大
学
の
緒
方
教
授
、
パ
ネ

ラ
ー
に
、
西
多
摩
療
育
支
援
セ
ン

タ
ー
の
鈴
木
医
師
、
私
立
多
摩
川

幼
稚
園
濱
川
園
長
、
都
立
あ
き
る

野
学
園
養
護
学
校
の
杉
本
副
校

長
、
あ
き
る
野
市
立
一
の
谷
小
学

校
の
岡
部
校
長
に
お
願
い
し
、
３

年
間
、
あ
き
る
野
市
特
別
支
援
教

育
検
討
委
員
と
し
て
関
わ
っ
て
こ

ら
れ
た
立
場
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
意
見

を
交
わ
し
、
本
市
の
取
組
の
成
果

と
課
題
に
つ
い
て
整
理
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
報
告
会
で
は
、
１

０
０
を
超
え
る
ご
質
問
・
ご
意
見

を
い
た
だ
き
、
特
別
支
援
教
育
に

対
す
る
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え

ま
し
た
。

「
特
別
支
援
教
育
元
年
」
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

向
け
て

　

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
、
全

１９

国
で
特
別
支
援
教
育
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
３
年
間
先
駆
け
て
取
り

組
ん
で
き
た
本
市
の
成
果
を
広
く

活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
モ

デ
ル
地
区
の
役
割
の
一
つ
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
と
し
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
成
果
を
踏
ま
え
、
明
ら
か

に
な
っ
た
課
題
の
解
決
に
努
め
な

が
ら
特
別
支
援
教
育
の
一
層
の
充

実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

モ
デ
ル
事
業
報
告
書

　

（
３
年
次
）
を
作
成
し
ま
し
た

　

特
別
支
援
教
育
を
推
進
す
る
上

で
の
基
本
的
な
考
え
方
を
は
じ

め
、
就
学
支
援
や
校
内
委
員
会
、

巡
回
相
談
、
副
籍
な
ど
の
取
組
に

つ
い
て
整
理
し
た
報
告
書
を
作
成

し
ま
し
た
。
報
告
会
で
い
た
だ
い

た
ご
意
見
や
ご
質
問
へ
の
回
答
も

含
め
て
、
多
く
の
方
に
ご
覧
い
た

だ
け
る
よ
う
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
の
公
開
を
始
め
ま
し
た
。

http://w
w
w
.akiruno.ed.jp/to
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特別支援教育推進情報�
特別支援教育体制・副籍モデル事業（３年次）

� �������������������������������������������������������������������������

○
中
学
生
の
職
場
体
験
学
習

　

あ
き
る
野
市
内
の
全
て
の
中
学
校
で
、

職
場
体
験
学
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

働
か
な
い
若
者
や
働
く
こ
と
に
意
義

や
目
的
を
見
出
せ
な
い
若
者
が
増
え
て

い
る
こ
と
が
、
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
職
場
体
験
学
習

は
、
望
ま
し
い
社
会
性
や
勤
労
観
、
職

業
観
を
中
学
生
に
身
に
付
け
さ
せ
る
こ

と
を
目
指
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
職
場
体
験
学
習
の
効
果

　

中
学
生
は
職
場
体
験
学
習
を
通
し

て
、
地
元
の
商
店
街
や
事
業
所
で
、
地

域
の
産
業
や
最
先
端
の
科
学
技
術
、
活

発
な
経
済
活
動
に
触
れ
、
地
域
の
一
員

と
し
て
の
自
覚
を
高
め
、
働
く
こ
と
の

素
晴
ら
し
さ
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
、
産
業

界
等
が
連
携
し
て
地
域
社
会
で
子
ど
も

を
育
て
る
と
い
う
、
社
会
の
教
育
力
を

確
か
め
合
う
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。

○
職
場
体
験
学
習
先

　

平
成　

年
度
に
は
、
市
内
や
近
隣
の

１８

事
業
所
の
ご
協
力
で
、
９
０
０
人
を
越

え
る
生
徒
が
、
述
べ
２
２
０
カ
所
の
事

業
所
等
で
職
場
体
験
を
実
施
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

製
造
・
福
祉
・
医
療
・
販
売
・
飲
食
・

建
設
・
運
輸
・
農
林
・
情
報
・
サ
ー
ビ

ス
業
・
公
共
機
関
等
体
験
先
は
多
岐
に

わ
た
っ
て
い
ま
す
。

○
職
場
体
験
の
受
け
入
れ
の
お
願
い

　

平
成　

年
度
も
全
中
学
校
で
職
場
体

１９

験
学
習
を
実
施
し
ま
す
。
体
験
の
日
数

の
増
加
や
生
徒
の
希
望
に
柔
軟
に
対
応

す
る
た
め
に
職
場
体
験
を
受
け
入
れ
て

い
た
だ
け
る
事
業
所
等
を
探
し
て
お
り

ま
す
。

　

今
ま
で
受
け
入
れ
に
ご
協
力
を
い
た

だ
け
て
い
た
事
業
所
に
加
え
て
、
新
た

に
職
場
体
験
学
習
の
意
義
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
中
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
た

だ
け
る
事
業
所
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
教
育
委
員
会
指
導
・
学
務
課
指
導

係
又
は
各
中
学
校
副
校
長
ま
で
ご
連
絡

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

�
５
５
８
―
８
８
５
９

職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職
場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場
体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体
験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習
をををををををををををををををををををををををををををををををを
通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通
しししししししししししししししししししししししししししししししし
てててててててててててててててててててててててててててててててて
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

職
場
体
験
学
習
を
通
し
て
、

地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域
のののののののののののののののののののののののののののののののの
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
とととととととととととととととととととととととととととととととと
しししししししししししししししししししししししししししししししし
てててててててててててててててててててててててててててててててて
のののののののののののののののののののののののののののののののの
自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自
覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚
をををををををををををををををををををををををををををををををを

　

地
域
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を

平成１９年度職場体験の予定

時期日数学年
７月３日２年秋 多 中
１１月３日２年東　 中
７月３日２年西　 中
７月３日２年御 堂 中
１０月３日全校増 戸 中
７月３日２年五日市中

地
域
で
育
つ
あ
き
る
野
の
中
学
生

地
域
で
育
つ
あ
き
る
野
の
中
学
生

地
域
で
育
つ
あ
き
る
野
の
中
学
生
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広報 教育あきる野

食事をしながら子どもの話しに家族で耳を傾け、共感し、受け止めるだんらんの場を大切にしましょう。

食卓で心を温めよう

子どもの会話する力は、言葉のキャッチボールから育ちます。親は子どもの話しかけをしっかり受け止めましょう。

会話する力をつけよう

子どもが家事に興味を示したら、家庭教育の絶好のチャンス�温かい気持ちで教えてあげましょう。

子どもを家事に参加させよう

家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
333333333333333333333333333333333333333333333333333 つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼呼びびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ

特別支援教育報告会には、制度の本格実施を
目前に他県からの参加も（７ページ関連記事）

修復を終え、彩色も鮮やかに往時の姿に蘇った大悲願寺観音堂（市指定有形文化財）

８

いじめ緊急対策連絡会を開催。市内
小中学校長、副校長らが、いじめ撲
滅三原則「するを許さず」「される
を責めず」「いじめに第三者なし」
の徹底を確認

　

ま
も
な
く
新
緑
が
美
し
く
、
ハ
イ

キ
ン
グ
に
良
い
季
節
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
あ
き
る
野
の
美
し
い
景
色

を
楽
し
み
な
が
ら
、
先
人
の
残
し
て

く
れ
た
歴
史
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

る
コ
ー
ス
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
秋
川
駅
の
南
口
ロ
ー
タ

リ
ー
か
ら
滝
山
街
道
（
国
道
四
一
一

号
線
）
へ
向
か
っ
て
進
む
と
、
右
段

下
に
は
秋
川
駅
前
南
口
運
動
広
場
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
広
場
は
、
昭
和
十

一
年
に
造
ら
れ
、
昭
和
十
六
年
頃
ま

で
草
競
馬
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

競
走
す
る
の
は
、
近
郷
の
村
々
で
農

耕
や
荷
馬
車
用
と
し
て
飼
わ
れ
て
い

た
馬
が
主
で
、
農
家
の
人
た
ち
な
ど

が
競
い
合
っ
て
楽
し
ん
だ
そ
う
で

す
。

　

滝
山
街
道
に
出
た
ら
右
に
曲
が

り
、
秋
川
に
向
か
っ
て
坂
を
六
百
ｍ

ほ
ど
下
る
と
、
油
平
駐
在
所
前
の
交

差
点
が
あ
り
、
そ
の
角
に
福
徳
寺
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
お
寺
は
か
つ
て
福

泉
寺
と
い
い
、
明
治
四
十
三
（
一
九

一
〇
）
年
に
牛
沼
に
あ
っ
た
徳
重
院

と
合
併
し
て
両
寺
の
頭
文
字
を
と
っ

て
、
福
徳
寺
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
交
差
点
の
次
の
牛
沼
の
信
号

の
一
つ
先
の
角
を
左
に
曲
が
り
、
三

百
ｍ
ほ
ど
進
む
と
、
国
指
定
史
跡
西

秋
留
石
器
時
代
住
居
跡
が
あ
り
ま

す
。
昭
和
七
年
に
東
京
府
に
よ
っ
て

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
当
時
と
し
て

は
ま
だ
め
ず
ら
し
い
縄
文
時
代
中
期

（
約
四
千
年
前
）
の
敷
石
住
居
跡
が

五
軒
も
ま
と
ま
っ
て
発
見
さ
れ
、
注

目
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
た
り
か
ら
は
、
秋
川
南
岸

の
加
住
丘
陵
と
雨
間
の
南
郷
地
域
を

一
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
対
岸

の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
、
段
丘
上

の
道
を
東
に
五
百
ｍ
ほ
ど
進
む
と
鳥

居
場
と
い
う
地
域
に
た
ど
り
つ
き
ま

す
。
こ
こ
に
は
、
雨
間
の
人
々
が
崇

敬
す
る
秋
川
南
岸
に
あ
る
雨
武
主
神

社
（
雨
間
の
氏
神
様
）
の 
遥  
拝  
所 
が

よ
う 

は
い 

じ
ょ

あ
り
ま
す
。
遠
く
川
を
隔
て
た
雨
武

主
神
社
を
拝
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
天
保
三
（
一
八
三
二
）
年
に
建
て

ら
れ
ま
し
た
。

　

段
丘
上
か
ら
対
岸
の
景
色
を
見
な

が
ら
さ
ら
に
東
に
進
み
、
坂
道
を
下

る
と
、
目
の
前
に
は
西
光
寺
が
あ
り

ま
す
。
境
内
の
観
音
堂
は
、
文
明
五

（
一
四
七
三
）
年
の
創
建
で
、
文
久

二
（
一
八
六
二
）
年
の
再
建
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
お
寺
の
前
に
は
昭
和
一
三
年

に
架
け
ら
れ
た
東
秋
留
橋
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
昔
、
秋
川
を
渡
る
方
法

は
、
最
初
は
土
橋
で
、
板
橋
、
渡
船

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
渡
船
場
は
、

西
光
寺
の
南
側
に
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
西
光
寺
前
の
土
手
に
は
桜

並
木
が
続
い
て
お
り
、
美
し
い
景
色

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
秋
川
南
岸
の
切
欠
と
い
う
地
域

に
は
市
営
の
グ
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
プ
場

が
あ
り
、
そ
の
南
側
斜
面
で
は
、
三

月
の
中
旬
か
ら
下
旬
頃
に
、
可
憐
な

か
た
く
り
の
群
生
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

東
秋
留
橋
を
渡
り
、
す
ぐ
右
に
入

る
道
を
曲
が
っ
て
か
ら
二
百
ｍ
ほ
ど

先
を
さ
ら
に
右
に
曲
が
っ
て
し
ば
ら

く
進
む
と
、
雨
武
主
神
社
の
鳥
居
が

あ
り
ま
す
。
参
道
の
長
い
階
段
を
登

る
と
、
社
殿
が
あ
り
、
本
殿
の
四
つ

の
壁
面
に
は
、
飛
騨
の
匠
の
系
譜
を

ひ
く
と
い
う
後
藤
三
次
郎
ら
に
よ
る

見
事
な
彫
刻
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

参
道
の
下
に
は
、
弁
天
様
の
祠
と
お

池
が
あ
り
ま
す
。
か
つ
て
は
、
こ
の

そ
ば
に
、
お
池
の
湧
き
水
を
利
用
し

た
、
湯
治
の
た
め
の
湯
場
が
あ
り
、

人
々
で
賑
わ
っ
て
い
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。　

　

ぜ
ひ
、
あ
き
る
野
に
訪
れ
た
春
と

歴
史
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

平
成　

年
１
月　

日
、
南
秋
留
小

１９

２４

学
校
を
会
場
に
、
平
成　

・　

年
度

１７

１８

研
究
推
進
校
の
南
秋
留
小
学
校
と
秋

多
中
学
校
が
、
実
践
研
究
の
成
果
発

表
を
し
ま
し
た
。
研
究
テ
ー
マ
に

「
確
か
な
学
力
を
育
て
る
授
業
の
創

造
・
小
中
連
携
を
通
し
て
」
を
掲
げ
、

小
中
連
携
の
視
点
を
明
確
に
し
て
、

算
数
・
数
学
の
教
科
指
導
を
切
り
口

に
２
年
間
の
研
究
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
当
日
は
、
南
秋
留
小
学
校
の
全

　

学
級
が
算
数
の
公
開
授
業
を
行
い

２０ま
し
た
。
特
に
、
６
年
生
の
授
業
で

は
、
秋
多
中
学
校
の
数
学
の
先
生
に

よ
る
方
程
式
の
授
業
も
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
公
開
授
業
、
研
究
発
表
会
、

講
演
会
に
は
、
市
内
外
の
教
員
な
ど

約
３
０
０
人
が
参
加
し
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
文
部
科
学
省
教
科
調
査
官

の
冨
山
哲
也
先
生
に
よ
る
、
小
中
連

携
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
ご
講
演
を

い
た
だ
き
、
南
秋
留
小
学
校
と
秋
多

中
学
校
の
取
組
を
価
値
付
け
る
と
と

も
に
、
両
校
に
続
く
増
戸
小
学
校
と

増
戸
中
学
校
（
平
成　

・　

年
度
研

１８

１９

究
推
進
校
）
の
、
小
中
連
携
教
育
を

テ
ー
マ
に
し
た
研
究
へ
の
ご
示
唆
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。　

西秋留石器
時代住居跡

桜並木

グリーン
キャンプ場

東秋留橋

いきいき
センター
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第
五
話
「
あ
き
る
野
歴
史
散
策

　
 
〜
秋
川
駅
か
ら
雨
間
へ
〜
」

て
く
て
く
あ
き
る
野

　
　
　

む
か
し
発
見
！
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研
究
推
進
校
研
究
発
表
会

平成１９年成人式
約９００人の新成人が大人の仲間
入り（少年少女合唱団リトルエ
コーズが歌で祝福）

平成１８年度・あきる野市教育推進スローガン

　あきる野市では、あなたや、あなたの友達が困っていることを、一時もはやく解決するために「いじめ相
談ほっとライン」を開設しています。ひとりで悩まずに、いじめかどうかわからなくてもかまいません、と
りあえず電話してみてください。かならず解決へのヒントが見つかるはずです。

教育相談所０４２（５５８）６４４４（秋川）・０４２（５９６）６４６０（五日市）
適応指導教室０４２（５５０）６５２７・子ども家庭支援センター０４２（５５０）３３１３

メール相談：hot-line@akiruno.ed.jp（電話相談は、平日午前９時～午後５時、メールは２４時間受付）

人人人人人人人人人人人人人人がががががががががががががが育育育育育育育育育育育育育育ちちちちちちちちちちちちちち 人人人人人人人人人人人人人人がががががががががががががが輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝くくくくくくくくくくくくくく ああああああああああああああききききききききききききききるるるるるるるるるるるるるる野野野野野野野野野野野野野野のののののののののののののの教教教教教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育育育育育人が育ち　人が輝く　あきる野の教育

西秋留石器時代住居跡から対岸の南郷地域を望む

雨武主神社の遥拝所


